
不動産王の交渉術は、いかにして
「トランプ・ドクトリン」となっ
たか

ドナルド・トランプ大統領の政策、特にその通商交渉における手法を理解するには、彼

のニューヨーク不動産王としての経験と培われた交渉術を分析することが不可欠です。

彼の自著『トランプ：交渉の達人』で明かされたビジネス哲学は、現在の大統領として

の行動原理を読み解く「設計図」と言えるでしょう。



「極端な要求」から始める不動産交渉術

極端な要求

心理学で「ドア・イン・ザ・フェイス」と呼

ばれる手法を多用。相手が到底受け入れられ

ないような極端で過大な要求を突きつけるこ

とから始めます。

交渉の「アンカー」設定

交渉の基準点を自分に有利な極端な点に設定

し、その後の譲歩を相手に「合理的」で「寛

大」なものと錯覚させます。

「合意」への誘導

当初の極端な要求から譲歩することで、実際

には高い要求が受け入れられる結果となりま

す。

不動産取引において、トランプ氏は「明らかにばかげているほど低い」価格でオファーを出すことから交渉を始めました。この手法は対日関税交渉にも

そのまま適用され、当初25%や35%といった極めて高い関税率をちらつかせ、最終的に15%といった税率で「合意」に持ち込むことで、自らが作り出し

た危機を収拾する「強い交渉者」として振る舞うのです。



レバレッジ（てこ）の最大化と弱点の徹底的な活用

「レバレッジとは、相手が欲しがるもの、必要とするもの、あるいは絶対にそれなしではいられな
いものを持つことだ」

トランプ氏のこの言葉は、彼の交渉哲学の核心を表しています。彼は交渉相手を共感の対象としてではなく、徹底的に分析し、その強みと弱みを把握す

る対象と見なします。

彼の不動産ビジネスは、銀行との融資交渉や市当局との規制緩和交渉の連続でした。巨額の負債を抱えた際も、挑戦を続け、銀行から返済猶予と追加融

資を引き出すことに成功しています。これは、窮地にあっても相手の弱点を見抜き、粘り強く交渉した結果です。



国際政治における弱点活用戦略

トランプ氏の「弱点を突く」という手法は、国際政治の舞台でも一貫し

ています。彼は同盟国であっても、その国の政治的・経済的な脆弱性を正

確に見極め、そこをレバレッジとして利用します。

例えば、石破政権の支持率の低さや国内の政治的基盤の脆弱性は、関税

の脅しをかける絶好のタイミングとして利用されました。このように、

相手国の内政状況までを交渉カードとして活用する手法は、不動産取引

の経験から培われたものと言えるでしょう。

政治的脆弱性の特定

相手国の政権支持率や政治的安定性を分析

経済的依存関係の活用

貿易依存度や市場アクセスの重要性を交渉

カードに

タイミングの見極め

相手国が最も弱い立場にある時期を選んで

圧力をかける



「ディール」のためのメディア活用と予測

不可能性

トランプ氏は「人生はパフォーマンスアートだ」と語り、メディアの注目を交渉のレバ

レッジとして最大限に活用することを信条としています。不動産王時代から、彼は自ら

のプロジェクトの価値を宣伝し、世論を味方につけることで交渉を有利に進めてきまし

た。

大統領として、彼はソーシャルメディアや公の発言を通じて、意図的に交渉の駆け引き

を公にし、相手に圧力をかけます。また、「優れた交渉者の一つの特徴は、予測不可能性

である」という彼の考えも重要です。彼の行動は一見、衝動的で一貫性がないように見

えますが、これは相手を混乱させ、主導権を握るための計算された戦術なのです。



メディア戦略の具体例

ソーシャルメディアの活用

Twitterなどを通じて直接的なメッセージ
を発信し、交渉相手に心理的圧力をかけ

ます。予測不可能な発言で相手を常に緊

張状態に置きます。

記者会見の戦略的活用

公の場で交渉内容を暴露したり、相手の

弱点を指摘したりすることで、交渉を有

利に進めます。メディアの注目を集める

ことで圧力を最大化します。

予測不可能性の演出

突然の方針転換や予想外の発言で相手を

混乱させ、主導権を握ります。この不確

実性が相手に常に不安と警戒を強いる効

果をもたらします。

この予測不可能性は、北朝鮮との交渉など国際的な場面でも活用されました。核のボタンの大きさを誇示するなど極度の緊張状態を作り出した後、対話

のテーブルに着かせるという典型的なパターンが見られたのです。



「勝つ」ことへの執着とハイパー競争的な性格

分析家の中には、トランプ氏を「勝つためには手段を選ばない、無差別

な欲求」を持つ「ハイパー競争的」な交渉者と評する者もいます。彼の自

伝には「私は非常に高く目標を設定し、欲しいものを手に入れるまで、

ただ押し続ける」という記述があります。

この姿勢は、時に「イワン・ザ・インティミデーター（脅迫者イワン）」

と称される交渉スタイルに繋がります。権力を背景に相手を威圧し、支

配することで目的を達成しようとするのです。

「私は非常に高く目標を設定し、欲しいものを手に入れるまで、ただ押し続ける」



不動産王の戦術がもたらすリスク

国家利益

短期的勝利 長期的関係

迅速な政策決定
戦略的パートナー

シップ

信頼と妥

協

複雑な交渉

リスク

トランプ大統領の政策と交渉手法は、彼がニューヨークの不動産市場で生き抜くために磨き上げた、極めて個人的で実践的な戦術の延長線上にありま

す。しかし、この手法には大きなリスクも伴います。

不動産取引のような一回限りのディールとは異なり、国際関係は長期的な信頼関係を必要とします。過度な威圧や一方的な要求は、たとえ短期的な「勝

利」をもたらしたとしても、同盟国との関係を損ない、長期的な国益を害する可能性があります。専門家は、彼の支配的なアプローチは柔軟性に欠け、

相手の怒りや報復を招きかねないと指摘しています。



国際関係における不動産交渉術の限界

信頼関係の毀損

極端な要求や威圧的な態度は、同盟国との長

期的な信頼関係を損なう可能性があります。

一回限りの取引と異なり、国際関係は継続的

な協力が必要です。

報復リスク

一方的な「勝利」を追求することで、相手国

からの報復措置を招く恐れがあります。国際

関係ではゼロサムではなく、互恵的な関係構

築が重要です。

予測不可能性の副作用

予測不可能性は短期的には効果があっても、

長期的には国際秩序の不安定化や市場の混乱

を招く可能性があります。

結局のところ、トランプ大統領は、国家間の複雑な関係性を、マンハッタンの摩天楼を賭けたハイステークなポーカーゲームのように捉えているのかも

しれません。その一枚一枚のカードの切り方は、彼の不動産王としての経験と分かちがたく結びついているのです。



結論：不動産交渉術から国際政治へ

トランプ大統領の交渉術は、ニューヨークの不動産市場で培われた極めて個人的な戦術が、そのまま国際政治の舞台に持ち込まれたものと言えます。

「極端な要求」から始まり、相手の弱点を徹底的に活用し、メディアを戦略的に利用しながら、予測不可能性を武器に「勝利」を追求するその手法は、

確かに短期的な成果をもたらすことがあります。

しかし、国際関係における複雑な利害関係や長期的な同盟関係の維持という観点からは、その限界も明らかです。トランプ・ドクトリンと呼ばれるこの

交渉術が、今後の国際政治にどのような影響を与えていくのか、私たちは注意深く見守る必要があるでしょう。


